
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

規

則

〇
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
自
然
保
護
課
）　
　

一

〇
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
新
産
業
振
興
課
）　
　

二

告

示

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
政
策
課
）　
　

四

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定
（
二
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　
　

四

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除 

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

五

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 
（
建
築
宅
地
課
）　
　

六

教
育
委
員
会

〇
博
物
館
の
登
録 

七

人
事
委
員
会

〇
第
九
十
六
回
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
の
実
施 
七

〇
第
九
十
七
回
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
の
実
施 
七

〇
第
九
十
八
回
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
の
実
施 

七

規

則

　

県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
号

　
　
　

県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七 　

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
（
樹
林
帯
を
除

く
。）、
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
保
安
施
設
事
業
に
係
る
施
設
、

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
、
地
す
べ
り
等
防
止
法

（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
又
は
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に

よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地

崩
壊
防
止
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
第
七
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

七 

の
二　

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
、
同
条
第
四

号
に
規
定
す
る
流
域
下
水
道
若
し
く
は
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
を
改
築
し
、又
は
増
築
す
る
こ
と
。

　

七 

の
三　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
、
同
条
第
三
項

及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
若
し
く
は
臨
港
地
区
以
外
の
場
所
に
設
置
す
る
航
路
標
識
そ
の
他
船
舶
の
交

通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
、
廃
油
処
理
施
設
、
航
空
保
安
施
設
若
し
く
は
自
記
雨
量
計
、
積
算

雪
量
計
そ
の
他
気
象
、
地
象
若
し
く
は
水
象
の
観
測
に
必
要
な
施
設
又
は
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
（
上
家
を
含
む
。）
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

　

七 

の
四　

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
若
し
く
は
同

条
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
施
設
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
除
き
、
同
号
ハ
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
用
地
に
限
る
。）
又
は
沿
岸
漁
業
（
沿
岸
漁
業
改
善

資
金
助
成
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
沿
岸
漁
業
（
総
ト
ン
数
十
ト
ン

以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
（
と
う
載
漁
船
を
除
く
。）
を
使
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。）
を
い
う
。
以
下

こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）
の
生
産
基
盤
の
整
備
及
び
開
発
を
行
う
た
め
に
必
要
な
沿
岸
漁
業
の
構
造
の
改
善
に

関
す
る
事
業
に
係
る
施
設
を
改
築
し
、
又
は
増
築
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
中
第
十
号
の
五
を
第
十
号
の
六
と
し
、
第
十
号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十 
の
五　

境
界
標
（
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定

す
る
境
界
標
を
い
う
。）
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
第
十
号
の
六
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え
る
。

　

十 

の
七　

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
無
線
設
備
を
改
築
し
、
又

は
増
築
（
新
た
に
増
築
す
る
無
線
設
備
の
高
さ
が
、
既
存
の
無
線
設
備
の
高
さ
又
は
そ
れ
が
付
帯
す
る
工
作
物
の

発　　　　行
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高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
い
方
の
位
置
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）
す
る
こ
と
。

　

十 
の
八　

既
存
の
電
線
、
電
話
線
又
は
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
既
存
の
規
模
を
超
え
な
い
範
囲
（
径
の
変
更
を
除
く
。）

で
張
り
替
え
る
こ
と
（
色
彩
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。）。

　

十
の
九　

電
柱
に
付
帯
す
る
変
圧
器
を
既
存
の
規
模
を
超
え
な
い
範
囲
で
交
換
す
る
こ
と
。

　

十 

の
十　

支
持
物
か
ら
他
の
支
持
物
を
経
ず
に
需
要
場
所
の
引
込
口
に
至
る
電
線
、
電
話
線
及
び
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を

設
置
す
る
こ
と
。

　

十 

の
十
一　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第

四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
保
護
増
殖
事
業
等
」
と

い
う
。）
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

十 

の
十
二　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
人
、
家
畜
又
は
農
作
物
に
対
す
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
又
は
柵
、

金
網
そ
の
他
必
要
な
施
設
（
そ
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
施
設
で
あ
つ
て
、
道
路
そ
の
他
公
衆
の
通
行

し
、
又
は
集
合
す
る
場
所
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
を
新
築
し
、
改
築
し
、
若
し

く
は
増
築
す
る
こ
と
。

　

十 

の
十
三　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来
生
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
外
来
生
物
」
と
い
う
。）
の

防
除
の
目
的
で
、
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
第
十
一
号
中
「
宅
地
内
」
を
「
宅
地
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
六
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
木
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
第
十
七
号
中
「（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）」
を
削
り
、
同
条
第
二
十
六
号
の
二
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

　

二 

十
六
の
二
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
標
識
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
掲
出
し
、
若
し

く
は
設
置
し
、
又
は
工
作
物
等
に
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
こ
と
。

　

二 

十
六
の
二
の
三　

特
定
外
来
生
物
の
防
除
の
目
的
で
、
標
識
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
掲
出
し
、
若
し
く
は

設
置
し
、
又
は
工
作
物
等
に
こ
れ
ら
を
表
示
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
第
二
十
七
号
の
十
五
を
同
条
第
二
十
七
号
の
十
六
と
し
、
同
条
第
二
十
七
号
の
十
四
ロ
中
「
、
農
作
物
」
を

「
又
は
農
作
物
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
七
号
の
十
五
と
し
、
同
条
第
二
十
七
号
の
十
三
を
同
条
第
二
十
七
号

の
十
四
と
し
、
同
条
第
二
十
七
号
の
十
二
を
同
条
第
二
十
七
号
の
十
三
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二
十
七
の
十
三
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
動
物
を
放
つ
こ
と
。

　

第
五
条
中
第
二
十
七
号
の
十
一
を
第
二
十
七
号
の
十
二
と
し
、
第
二
十
七
号
の
十
を
第
二
十
七
号
の
十
一
と
し
、
第

二
十
七
号
の
九
を
第
二
十
七
号
の
十
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
七
の
十
の
二　

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ
る

防
除
に
係
る
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
動
物
を
捕
獲
し
、
若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
当
該
動
物
の
卵
を
採
取
し
、
若

し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
中
第
二
十
七
号
の
八
を
第
二
十
七
号
の
九
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
七
の
九
の
二　

県
立
自
然
公
園
に
お
い
て
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
実
施

す
る
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
と
し
て
鳥
獣
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
中
第
二
十
七
号
の
七
を
第
二
十
七
号
の
八
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
七
の
八
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
動
物
を
捕
獲
し
、
若
し
く
は
殺
傷
し
、
又
は
当
該
動

物
の
卵
を
採
取
し
、
若
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
五
条
中
第
二
十
七
号
の
六
を
第
二
十
七
号
の
七
と
し
、
第
二
十
七
号
の
二
か
ら
第
二
十
七
号
の
五
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
七
の
二　

認
定
保
護
増
殖
事
業
等
の
実
施
の
た
め
に
条
例
第
十
条
第
三
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定

す
る
植
物
を
採
取
し
、
又
は
損
傷
す
る
こ
と
。

　

第
七
条
第
一
号
中
「
第
十
号
の
五
」
を
「
第
十
号
の
十
三
」
に
、「
第
二
十
六
号
の
二
」
を
「
第
二
十
六
号
の
二
の
三
」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
九
号

　
　
　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
十
条
の
見
出
し
中
「
申
請
者
」
を
「
使
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
当
た
り
」
を
「
又
は
試
験
等
の
実
施

に
当
た
り
、」
に
、「
す
る
使
用
者
」
を
「
す
る
使
用
者
又
は
依
頼
者
」
に
、「
、
使
用
者
」
を
「
、
当
該
使
用
者
又
は

依
頼
者
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
の
表
材
料
加
工
関
連
機
器
の
項
中
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「

平
面
研
削
盤

一
時
間
に
つ
き 

二
、
〇
〇
〇
円

」

を「

平
面
研
削
盤

一
時
間
に
つ
き 

二
、
〇
〇
〇
円

超
音
波
援
用
加
工
装
置

一
時
間
に
つ
き 

一
、
二
〇
〇
円

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ

一
時
間
に
つ
き 

一
、
三
〇
〇
円

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
１
０
０
０
）

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
電
子
・
情
報
関
連
機
器
の
項
中

「

振
動
試
料
型
磁
力
計

一
時
間
に
つ
き 

二
、
八
〇
〇
円

」

を「

振
動
試
料
型
磁
力
計

一
時
間
に
つ
き 

二
、
八
〇
〇
円

電
源
ノ
イ
ズ
ア
ナ
ラ
イ
ザ

一
時
間
に
つ
き 

一
、
三
〇
〇
円

リ
ア
ル
タ
イ
ム
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
（
Ｒ
Ｓ
Ａ
）
一
時
間
に
つ
き 
一
、
六
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
工
業
デ
ザ
イ
ン
関
連
機
器
の
項
中

「

三
次
元
モ
デ
ル
設
計
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）

一
時
間
に
つ
き 

六
五
〇
円

Ｃ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

一
時
間
に
つ
き 

二
、
二
〇
〇
円

真
空
注
型
機

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

製
品
デ
ザ
イ
ン
評
価
シ
ス
テ
ム
（
ダ
ミ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ

作
成
シ
ス
テ
ム
）

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

を

「

Ｃ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

一
時
間
に
つ
き 

二
、
二
〇
〇
円

真
空
注
型
機

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

に
、

「

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き 

二
、
六
〇
〇
円

」

を「

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き 

二
、
六
〇
〇
円

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き 

六
五
〇
円

Ｃ
Ａ
Ｄ
連
携
Ｃ
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き 

七
〇
〇
円

Ｕ
Ｖ
プ
リ
ン
タ
ー

一
時
間
に
つ
き 

一
、
八
〇
〇
円

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
処
理
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
食
品
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
機
器
の
項
中

「

真
空
ガ
ス
置
換
包
装
機

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

自
記
分
光
光
度
計

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

を

水
分
活
性
測
定
シ
ス
テ
ム

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」

「

真
空
ガ
ス
置
換
包
装
機

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」
に
、

「

食
品
熱
量
測
定
装
置

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」
を

「

食
品
熱
量
測
定
装
置
（
Ⅰ
）
Ｃ
Ａ

－

Ｈ
Ｎ

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

」
に
、
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「

マ
イ
ク
ロ
プ
レ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー

一
時
間
に
つ
き 

二
〇
〇
円

」

を「

マ
イ
ク
ロ
プ
レ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー

一
時
間
に
つ
き 

二
〇
〇
円

水
分
活
性
測
定
装
置

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

食
品
熱
量
測
定
装
置
（
Ⅱ
）
Ｃ
Ａ

－

Ｈ
Ｍ

一
時
間
に
つ
き 

一
、
〇
〇
〇
円

紫
外
可
視
分
光
光
度
計

一
時
間
に
つ
き 

五
〇
〇
円

モ
バ
イ
ル
分
光
測
色
計

一
時
間
に
つ
き 

三
五
〇
円

」

に
改
め
、
同
表
分
析
・
測
定
関
連
機
器
の
項
中

「

電
界
放
出
型
電
子
プ
ロ
ー
ブ
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ

（
Ｆ
Ｅ

－

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）

一
時
間
に
つ
き 

四
、
七
〇
〇
円

を

全
自
動
波
長
分
散
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（
Ｗ
Ｄ
Ｘ
Ｒ

Ｆ
）

一
時
間
に
つ
き 

二
、
九
〇
〇
円

」

「

電
界
放
出
型
電
子
プ
ロ
ー
ブ
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ

（
Ｆ
Ｅ

－

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）

一
時
間
に
つ
き 
四
、
七
〇
〇
円

」
に
、

「

ア
ン
プ
ル
熔
閉
器

一
時
間
に
つ
き 
一
五
〇
円

」

を「

ア
ン
プ
ル
熔
閉
器

一
時
間
に
つ
き 

一
五
〇
円

波
長
分
散
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（
Ｗ
Ｄ
Ｘ
Ｒ
Ｆ
）

一
時
間
に
つ
き 

三
、
六
〇
〇
円

ガ
ラ
ス
ビ
ー
ド
作
製
装
置

一
時
間
に
つ
き 

一
、
三
〇
〇
円

紫
外
可
視
近
赤
外
分
光
光
度
計

一
時
間
に
つ
き 

九
〇
〇
円

」

に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
第
一
号
の
表
材
料
試
験
の
項
中

「

曲
げ
試
験

一
件
に
つ
き 

二
、
一
〇
〇
円

」

を「

曲
げ
試
験

一
件
に
つ
き 

二
、
一
〇
〇
円

圧
縮
試
験
（
地
盤
改
良
土
）

一
件
に
つ
き 

二
、
〇
〇
〇
円

」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
六
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

南
三
陸
病
院

南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田
十
四

－

三

平
成
三
十
一
年
三
月
一

日

平
成
三
十
四
年
二
月
二

十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
波
路
上
明
戸
一
六
二
の
八
、
一
六
二
の
九
、
一
六
二
の
一
三

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
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潮
害
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

東
松
島
市
野
蒜
字
洲
崎
七
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

飛
砂
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
東
松
島
市
役
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

 　

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
大
沼
一
七
七
の
二
・
一
七
七
の
四
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
南
三
陸
町
役
場
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

塩
竈
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

塩
竈
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
塩
竈
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
一
号
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森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

風
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

干
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。　　

四
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
増
田
七
丁
目
四
百
八
十
一
番
、
四
百
八
十
七

番
、
四
百
八
十
一
番
地
先
の
水
路
の
一
部

　

名
取
市
増
田
八
丁
目
一
番
十
三
号

 

小
林
ヤ
ス
ヲ　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
五
号

　

博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
博
物
館
と
し
て
登
録

し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

一　

博
物
館
の
名
称　

リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館

二　

博
物
館
の
所
在
地　

気
仙
沼
市
赤
岩
牧
沢
百
三
十
八
番
地
五

三　

設
置
者
の
名
称
及
び
住
所　

気
仙
沼
・
本
吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
仙
沼
市
赤
岩
五
駄
鱈
四
十
三
番
地
二

四　

登
録
記
号
番
号　

宮
城
県
第
二
十
六
号

五　

登
録
年
月
日　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日

人
事
委
員
会

〇
第
九
十
六
回
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
別
冊
一
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

 

〇
第
九
十
七
回
警
察
官
Ａ
採
用
試
験
を
別
冊
二
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

 

〇
第
九
十
八
回
警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
を
別
冊
三
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
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